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決　算
平成24年度の

村民税や固定資産税、都市計画税など

村の特定の事業に対して国から交付さ
れたお金

国庫支出金     43億9,563万円

村の特定の事業に対して県から交付さ
れたお金

県支出金     7億6,795万5千円

　皆さんの納めた税金等がどのように使
われたのかをご報告します。なお、詳細
な資料は財務課（役場行政棟３階）で閲覧
できるほか、村公式ホームページにも掲
載しています。
■問い合わせ	 財務課財政担当（☎282-

1711 内線1383）

過去５年間の歳入の推移国や金融機関から借りたお金

平成24年度は借り入れをしませんでした。

村債                            0円

村民１人当たりの村税額は

29万円でした。

一般

会計

　一般会計は、福祉や教育、道路
の整備等、村政運営の基本となる
会計です。

歳 入 217億7,961万5千円

村税       110億7,720万8千円

50.9％

20.2％

3.5％

25.4％

歳入の内訳

使用料や手数料、交付金、繰入金など

その他       55億3,882万2千円

　学校建設や東日本大震災の復旧･復興
のための基金を繰り入れたため、繰入金
が前年度より約２億円の増となりました。

　東日本大震災の復興財源としての交
付金が減ったことなどから、前年度よ
り約9,000万円の減となりました。

　東日本大震災の復興財源としての交
付金が増加したことなどから、前年度
より14億円の増となりました。

国庫支出金
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平成24年度は６億円の黒字決算！

■歳入　前年度と比較して６億円増加
　歳入総額は218億円で、前年度と比べて
６億円増加しました。これは、震災の復興財源とし
て「東日本大震災復興交付金」を確保したことや学校
建設に係る基金を繰り入れたことによります。

■歳出　前年度と比較して13億円増加
　歳出総額は206億円で、前年度と比べて
13億円増加しました。これは、震災の復興財源（総
務費）を積み立てるためや、学校建設（教育費）の費
用が増加したことによります。

■差引き総額　
　歳入から歳出を差し引いた額は12億円と
なりました。このうち６億円は平成25年度への繰
越事業の財源としたため、歳入と歳出の実質的な差
額（実質収支額）は６億円となりました。

平成25年３月31日の住民基本台帳に基
づく人口（38,332人）から算出

　法人村民税や固定資産税が減ったこ
となどから、前年度より約11億円の
減となりました。

217.8

211.9

172.6

200.0

182.4
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①人件費…職員の給与等
②扶助費…社会保障制度の一環として住民福祉を支え

るために使われたお金（児童手当や医療福祉費等）
③公債費･･･村債（借金）の元金や利子の償還に使われた

お金
④投資的経費…道路や施設の新設･改修工事（普通建設

事業費）や災害復旧費
⑤物件費･･･賃金、委託料、使用料、賃借料など
⑥繰出金…特別会計に繰り出したお金
⑦補助費等…補助金（内訳は４ページ）や助成金、謝礼
⑧その他…積立金、維持補修費や投資･出資金、貸付金

過去５年間の歳出（性質別※）の推移
保健衛生や環境衛生、ごみ処理などに
使われたお金

自治の推進や防災･交通安全対策など
に使われたお金

総務費       43億1,021万円

土木費　19億3,920万5千円

教育費　41億1,521万5千円

歳出（科目別※）の内訳

21.0％

9.3％

9.4％

20.0％

3.7％

1.2％

7.3％

6.2％

21.9％

衛生費　19億2,082万6千円

民生費     45億575万7千円

福祉や医療などに使われたお金

道路や公園の整備等に使われたお金

総務費　122事業
●放射線量低減対策や東日本大震災に係る経費
●デマンド交通「あいのりくん」の運営
●防災情報システムや防災行政無線放送施設の管理など
●庁舎やコミュニティセンターの維持管理
民生費　98事業
●公立保育所、総合福祉センター「絆」の管理運営
●児童手当の支給や障がい福祉サービス、医療費の助成
（「マル福制度」）など

衛生費　81事業
●清掃センターの管理運営やごみ･資源物の収集業務
●予防接種費の助成や住民健康診査の実施
土木費　32事業
●道路の新設･改良や補修、排水路の整備･管理
●公園の整備･管理 
●造成宅地の東日本大震災被害への対応
教育費　150事業
●幼稚園、小中学校の管理運営や小中学校の建設
●スタディ ･サポーターの設置
●文化センターやスポーツ施設の管理運営　　

主な使い道は…？

※「科目別」と「性質別」の分け方…「科目別」と「性質別」
はどちらも同じ歳出ですが、「科目別」では、行政分
野ごとのサービスの水準や政策の特色を見ることが
でき、「性質別」では、支出が義務付けられている人
件費等（「義務的経費」）や行政水準の向上のために使
う建設費等（「投資的経費」）を見ることができます。

幼稚園や小中学校、社会教育等に使わ
れたお金

歳 出

災害復旧費 2億3,859万9千円

公債費    7億6,524万9千円

諸支出金  15億275万1千円

その他   12億6,301万2千円

被災した施設の復旧などに使われたお金

村債の元金や利子の償還などに使
われたお金

基金の積み立てなどに使われたお金

議会･消防･商工･農林水産業に使われ
たお金

（億円）
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村民１人当たりに使われた

金額は54万円でした。

平成25年３月31日の住民基本台帳に
基づく人口（38,332人）から算出
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区　　分 残　　高 増 減 率
（対前年度比）

①一般会計 62億4,896万4千円 △9.3％

②公共下水道事業 79億9,785万2千円 △3.9％

③水道事業 18億450万3千円 28.5％

④病院事業 16億4,535万8千円 △3.4％

合　　　計 176億9,667万7千円 △3.4％

区　　分 現 在 高 増 減 率
（対前年度比）

①財政調整基金 61億781万8千円 23.5％

②減債基金 36億2,916万1千円 3.1％

③特定目的基金 69億5,809万3千円 17.9％

④定額運用基金 7億4,959万2千円 2.0％

合　　　計 174億4,466万4千円 15.5％

区　　分 目　　　的 補助金額
地 域 自 治 自治会活動への支援など 5,329万8千円
福 祉 高齢者、保育児童、障がい者への支援など 3億935万7千円
健康･医療 不妊治療や健康診査等への助成など 825万6千円
農 業 転作への補助や担い手育成のための支援など 1億3,438万2千円
教 育 私立幼稚園、米飯給食費、社会教育活動団体への支援など 6,337万円
環境･防災 浄化槽や太陽光発電に対する助成、防災組織への支援など 4,520万円
商 工 観 光 東海まつりへの支援、中小企業への利子補給など 3,581万1千円
そ の 他 国際交流への支援や東日本大震災被災への補助など 5,853万4千円

合　　　計 7億820万8千円

事 業 名 歳　　入 歳　　出 差し引き
国民健康保険事業 35億6,263万円 32億7,245万5千円 2億9,017万5千円

後期高齢者医療 2億9,405万8千円 2億9,092万5千円 313万3千円

介護保険事業 23億7,742万7千円 21億3,850万9千円 2億3,891万8千円

介護サービス事業 870万円 484万6千円 385万4千円

東海駅西土地区画整理事業 1億311万7千円 1,446万9千円 8,864万8千円

東海駅東土地区画整理事業 5,251万4千円 2,771万2千円 2,480万2千円

東海駅西第二土地区画整理事業 9,719万円 8,076万円 1,643万円

東海中央土地区画整理事業 6億347万1千円 5億677万3千円 9,669万8千円

公共下水道事業 22億5,056万9千円 20億5,525万6千円 1億9,531万3千円

那珂地方公平委員会 78万6千円 0円 78万6千円

●補助金の内訳

特別

会計

●基金 ●地方債

【過去５年間の推移】
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指　　標 どんな比率をあらわすの？ 東海村 早期健全
化基準

実質赤字比率 一般会計を中心とした赤字の割合 ― 13.15％

連結実質赤字比率 全ての会計（一般会計、特別会計、公営
企業会計）の赤字の割合 ― 18.15％

実質公債費比率 年間の借金返済額の割合 1.8％ 25％

将来負担比率 将来負担が見込まれる負債の割合 ― 350％

資金不足比率 公営企業ごとの資金の不足額の大きさを示す
割合 ― 20％

財政の健全化判断比率と資金不足比率

　東海村は赤字や資金不足がないため、実質公債費比率を除く全ての項目
で、数値が算出されませんでした。また実質公債費比率についても危険度
を示す25％を大幅に下回っており、財政の健全度は全て良好だといえます。

診断　財政状況を、一般会計（中心となるお財布）だけでなく、自治体の財政に影響を及ぼ
すその他のお財布（特別会計や一部事務組合、第三セクター等）も含めて把握するため
の指標です。「早期健全化基準」は“危険信号”で、この数値を超えると、直ちに財政の
再建に取り組まなくてはいけません。

　村税などの経常的な収入の
うち、人件費や扶助費など経
常的に支出される経費に充て
られたものが占める割合を示
します。数値が低いほど、施
策等の財源として自由に使用
できるお金があることを示し
ます。

経常収支比率

財政指数

公債費負担比率

　村税等の経常的な収入のう
ち、借金返済額が占める割合
を示すもので、借金返済の負
担の程度をチェックする指標
です。数値が高いほど、財政
運営の硬直性の高まりを示し
ており、数値が低いほど財政
負担が軽いといえます。

（％）
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財政力指数

【過去５年間の推移と
　県内市町村平均との比較】

20年度 21年度 22年度 23年度

県内市町村平均

東海村

24年度
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.690.720.750.790.79

1.56
1.85 1.78 1.69

1.48

東海村
1.48

対前年度比は
－0.08

　

財
政
状
況
を
分
析
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
指
標
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
指
標
に
よ
り
、
東
海
村
の
財
政
の
健
全

度
を
客
観
的
に
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【過去５年間の推移と
　県内市町村平均との比較】

【過去５年間の推移と
　県内市町村平均との比較】

● 5● 5



年収約700万円での東海村の“やりくり”を見てみましょう

　村の予算は金額が大きすぎて、実感がわかないかもしれません。そこで、一般会計決
算を約3000分の１の額にして、家計簿に例えてみました。約700万円の年収での東海
村のやりくりがどのようなものかを見てみましょう。

収　　入

給与 380万円
（村税、分担金･負担金、使用料･手数料）

貯金からの引き出し 63万円
（繰入金）

前年度からの繰り越し 63万円
（繰越金）

雑収入 13万円
（諸収入、財産収入）

親からの仕送り 209万円
（地方譲与税、地方交付税、国･県支出金等）

ローン 0万円
（村債）

合　　計 728万円

支　　出

食費 106万円
（人件費）

医療費、学費 75万円
（扶助費）

ローン返済 26万円
（公債費）

光熱水費･日用品の購入費 99万円
（物件費）

自宅の増改築･修繕 93万円
（維持修繕費、普通建設事業費、災害復旧費）

子どもへの仕送り 71万円
（繰出金）

自治会費、友人への支援 68万円
（補助費等）

貯金 148万円
（積立金、投資･出資金、貸付金）

合　　計 686万円

【現状と今後のポイントは？？】

ローン残高
※一般会計のみ

貯金額

581万円

①　収入の約71％は「自主財源」
　「自主財源」とは、給与（村税等）や貯金から
の引き出し（繰入金）など、他に頼らないお金
のことです。給与は収入全体の約52%を占
めており、貯金から引き出したお金などと合
わせると全体の約71%を占めています。

②　支出における「義務的経費」は約30％
　「義務的経費」とは、食費（人件費）、医療費
や学費（扶助費）、ローン返済（公債費）など、
必ず支出しなければならないお金のことで
す。これらは全体の約30%を占めています。

③　やりくり（財政運営）のポイント
　「自主財源」のみでは必要経費を賄うことが
できないため、ローン（村債）を組んだり、親
からの援助（地方譲与税など）を得ながらやり
くりしています。現在、貯金は581万円、ロー
ンの残高（一般会計に係るもののみ）は208万
円です。継続的に安定した行政サービスが行
えるように、貯金やローンは、中長期的な財
政見通しを立てて計画的に、また必要に応じ
て組んでいます。今後も日用品の購入費（物件
費）の節約や計画的な増改築などを行い、無
理のない着実な財政運営を目指していきます。

208万円

家計簿

例えて
に

6 ●



中間報告

平成25年度の
お金のやりくり状況は…

　今年度の予算が４月から９月まで
の間にどれくらい使われているか（執
行されているか）をお知らせします。
■問い合わせ	 財務課財政担当
（☎282-1711 内線1383）

《歳出》

一般会計

《歳入》

　歳入は、予算を上回る村税の
収入が見込まれています。なお、
国庫支出金や県支出金等は年度
末の収入が多いため、執行率は
低くなっています。
　歳出の全体の執行率は、前年度
とおおむね同水準となっています。

特別会計

公有財産

村税収入額の内訳 基金

今年度に支出するものと
して決定された額（負担行
為額）で算出しています。

今年度に収入するものと
して決定された額（調定
額）で算出しています。

科　　目 予算額 執行率
議 会 費 2億1,577万2千円 57.9％
総 務 費 24億1,288万円 58.9％
民 生 費 45億8,985万4千円 52.1％
衛 生 費 21億6,827万5千円 54.1％
農林水産業費 4億3,938万2千円 44.5％
商 工 費 1億2,717万6千円 72.5％
土 木 費 36億9,477万1千円 35.6％
消 防 費 5億9,757万1千円 53.7％
教 育 費 35億6,837万7千円 48.2％
災害復旧費 1億9,303万9千円 77.3％
公 債 費 8億2,509万3千円 51.7％
そ の 他 1億3,259万5千円 2.1％
合　　計 189億6,478万5千円 49.2％

科　　目 予算額 執行率
村 税 106億5,429万6千円 102.2％
地方譲与税 1億6,183万8千円 39.4％
地方消費税交付金 3億5,731万9千円 58.2％
地方交付税 5億6,556万3千円 40.7％
分担金・負担金 1億4,267万8千円 48.0％
使用料・手数料 1億7,548万円 68.3％
国庫支出金 25億948万4千円 17.9％
県 支 出 金 7億6,286万2千円 24.5％
繰 入 金 26億157万4千円 6.6％
繰 越 金 7億8,384万7千円 155.5％
村 債 0円 0.0％
そ の 他 2億4,984万4千円 37.6％
合　　計 189億6,478万5千円 72.2％

収入済額 １世帯当たり
の負担額※

１ 人 当 た り
の負担額※

　村　　税 73億560万5千円 47万3,498円 18万9,628円
村民税 12億3,468万5千円 8万24円 3万2,048円

うち個人分 9億2,404万2千円 5万9,890円 2万3,985円
固定資産税 54億8,268万6千円 35万5,349円 14万2,311円

うち個人分 9億1,687万5千円 5万9,425円 2万3,799円
軽自動車税 6,613万6千円 4,286円 1,717円
村たばこ税 1億3,265万6千円 8,598円 3,443円
都市計画税 3億8,944万2千円 2万5,241円 1万109円

うち個人分 8,160万4千円 5,289円 2,118円
※平成25年9月30日の住民基本台帳に基づく世帯数（１5,429世帯）、人口（38,526人）から算出

名　　称 現 在 高
財 政 調 整 基 金 61億950万円
減 債 基 金 36億3,027万7千円
奨 学 基 金 2億4,959万2千円
芸 術 振 興 基 金 1,000万円
国 際 交 流 基 金 1,434万3千円
地 域 福 祉 基 金 2億1,129万3千円
公 立 学 校 施 設 整 備 基 金 11億8,142万2千円
中 丸 小 学 校 建 設 基 金 10億円
東 海 中 学 校 建 設 基 金 11億2,189万2千円
児 童 福 祉 施 設 整 備 基 金 2億7,954万8千円
緑 化 基 金 2億8,756万8千円
公 共 施 設 維 持 整 備 基 金 ４億9,573万6千円
土 地 開 発 基 金 5億円
復興まちづくり支援基金 6,107万5千円
東日本大震災復興交付金基金 21億2,473万2千円
国民健康保険支払準備基金 2,000万円
介 護 給 付 費 準 備 基 金 1億9,029万3千円

合　計 174億8,727万1千円

村債

会　　計 残　　高
一 般 会 計 58億6,339万1千円
下 水 道 会 計 77億4,846万2千円

合　　計 136億1,185万3千円

区　　　分
公有財産

土地 建物 有価証券･出資による権利
行政財産（役場庁舎、学校、公園等） 133万5,960㎡ 10万6,474㎡ ――
普通財産（行政財産以外のもの） 22万486㎡ 4,881㎡ ――

合　計 155万6,446㎡ 11万1,355㎡ 56億3,275万9千円

会　　計 予 算 額 歳　入
執行率

歳　出
執行率

国 民 健 康 保 険 事 業 33億7,953万円 74.1％ 42.4％
後 期 高 齢 者 医 療 3億56万5千円 38.7％ 41.0％
介 護 保 険 事 業 22億4,383万円 65.5％ 42.0％
介 護 サ ー ビ ス 事 業 812万4千円 75.9％ 10.1％
東海駅西土地区画整理事業 9,475万5千円 156.9％ 6.0％
東海駅東土地区画整理事業 7,349万4千円 74.6％ 11.0％
東海駅西第二土地区画整理事業 1億2,187万8千円 62.7％ 15.8％
東海中央土地区画整理事業 6億57万9千円 43.6％ 29.2％
公 共 下 水 道 事 業 25億6,326万8千円 28.8％ 42.0％
那 珂 地 方 公 平 委 員 会 60万円 147.7％ 10.0％

合　　計 93億8,662万3千円 57.3％ 40.3％
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午前８時45分～午後３時40分
東海文化センターとその周辺

　

現
在
、
認
知
症
高
齢
者
は
３
０
０
万

人（
65
歳
以
上
の
約
10
％
）を
超
え
、
従

来
の
予
想
を
大
幅
に
上
回
っ
て
急
増
し

て
い
ま
す
。
同
様
に
、
認
知
症
高
齢
者

が
行
方
不
明
と
な
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て

お
り
、
な
ご
み
で
は
、
行
方
不
明
高
齢

者
の
早
期
発
見
、
保
護
を
目
的
と
し
た

「
東
海
村
あ
ん
し
ん･

お
か
え
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

■
ほ
っ
と
メ
イ
ト
を
募
集
中
で
す
！

　
「
東
海
村
あ
ん
し
ん･

お
か
え
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」の
協
力
者（
ほ
っ
と
メ
イ
ト
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ほ
っ
と
メ
イ
ト
に

は
、
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
携
帯
電
話

に
、
メ
ー
ル
で
行
方
不
明
者
の
情
報
等

を
送
信
し
ま
す
。
現
在
、
全
国
で
年
間

９
０
０
人
の
高
齢
者
が
屋
外
で
死
亡･

行

方
不
明
と
な
り
、
そ
の
原
因
と
し
て
発

見
や
保
護
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
行
方
不
明
高
齢
者

の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
よ
う
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
方
法
▼
①
携
帯
電
話
か
ら
、

「nagom
i@

am
h.jp

」へ
空
メ
ー
ル
を

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
②
送
信
後
、

ア
カ
ウ
ン
ト
情
報
が
メ
ー
ル
で
届
き

ま
す
。
記
載
さ
れ
て
い
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア

ク
セ
ス･

ロ
グ
イ
ン
し
、
必
要
事
項（
氏

名･

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス･

電
話
番
号
）を

入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
※
メ
ー
ル
は

①
の
ア
ド
レ
ス
か
ら
送
信
さ
れ
ま
す
。

迷
惑
メ
ー
ル
対
策
を
行
っ

て
い
る
方
は
、
設
定
の
解

除
等
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
11
月
28
日（
木
）に
中
丸
小
学
校
区
で

模
擬
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

行
方
不
明
高
齢
者
に
扮ふ

ん

し
た
人
が
中

丸
小
学
校
区
内
を
移
動
し
ま
す
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
防
災
行
政
無
線
の
情
報
等
を

基
に
、
行
方
不
明
者
ら
し
き
人
を
見
掛
け

た
ら
、な
ご
み
へ
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
な
ご

み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
内 

☎
287
局

２
５
２
５
）

【
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
流
れ
】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

周
囲
の
確
認

発　

見

Ｓ
Ｏ
Ｓ

▼
一
般
協
力
者（
ほ
っ
と
メ
イ
ト
）

▼
協
力
関
係
機
関

家
族･

介
護
者

11
月
28
日（
木
）

中
丸
小
学
校
区
で
実
施

「
認
知
症
徘
徊
模
擬
訓
練
」

●車でお越しの方へ●
　臨時駐車場を▼東海村役場▼総合福祉セ
ンター「絆」▼笠松運動公園第４駐車場――
に設けています。各駐車場からは無料シャ
トルバス（約20分ごと）をご利用ください。
なお、駐車場利用者には大抽選券（１枚／
グループ）を差し上げます。

　村の特産品｢サツマイモ｣が主役のお祭り、「東
海Ｉ

い

～Ｍ
も

Ｏのまつり」――サツマイモを使った
料理やイベントが盛りだくさんです！ ぜひご
来場ください。
●問い合わせ	 東海Ｉ～ＭＯのまつり運営協議

会（経済課内 ☎282-1711 内線1439）

11月23日（土･祝）

第19回

「東海Ｉ～ＭＯのまつり」

みんなで

遊びに来てね！

見 る

▼東海太鼓･三味線
▼仮面ライダーガイムショー
▼「イモゾー」ファミリー発表
▼ジャズ演奏（石神小学校）
▼吹奏楽演奏（東海中学校）
▼いも作文コーナー
▼マジックショー
▼Ｉ～ＭＯのライブ

食 べ る
▼焼きいも
▼ふるさと鍋料理
▼いも菓子実演
▼いも焼酎ＰＲ

参加する
▼ガラポン抽選
▼大抽選会
▼大いも珍いもコンテスト

体験する

▽いも掘り体験（いも掘り探検隊）…先着
500人（午前９時30分から整理券配布）

▽いものつかみ取り（ジャンジャンどり）…
先着200人（午前10時から整理券配布）

▽いも積み競争…先着50人（午前10時か
ら整理券配布）

▼いも美術製作（無料）

▽は参加費
各100円

お待たせ

しました！
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「
児
童
虐
待
」と
は
、
子
ど
も
を
育
て

る
者（
親
な
ど
）が
、
子
ど
も
に
対
し
て

身
体
的
暴
力
、
性
的
行
為
の
強
要
、
養

育
放
棄
、
言
葉
に
よ
る
脅
し
な
ど
に
よ

り
、
子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ
け
、
健
全

な
成
長
や
発
達
を
妨
げ
る
行
為

を
い
い
ま
す
。

　

こ
の
虐
待
行
為
が
行
わ
れ
る

こ
と
で
、
子
ど
も
の
心
身
の
発

達
や
人
格
形
成
に
重
大
な
影

響
を
与
え
て
し
ま
う
、
過
去

に
虐
待
を
受
け
た
者
が
自
分

の
子
を
虐
待
し
て
し
ま
う
な

ど
、
一
生
涯
、
さ
ら
に
は
世
代
を
超

え
て
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
す
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

■
村
で
の
活
動

　

児
童
虐
待
問
題
に
対
す
る
社
会
全
体

の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
村
で

は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
村
内
公
共

施
設
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
、
児
童
虐

待
防
止
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
児
童
虐
待
に
気
付
い
た
ら
…

　

近
所
等
で
児
童
虐
待
が
行
わ
れ
て
い

る
恐
れ
が
あ
る
と
思
っ
た
ら
、
人
ご
と

と
せ
ず
に
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

児
童
虐
待
で
な
く
て
も
、
育
児
の
こ
と

で
悩
ん
で
い
る
方
が
い
た
ら
、
相
談
窓

口
を
紹
介
す
る
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
相
談
窓
口

　

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０
‐

０
６
４
‐
０
０
０ 

※
24
時
間
対
応
）、

茨
城
県
中
央
児
童
相
談
所（
☎
221
局

４
１
５
０
）、
社
会
福
祉
課
子
ど
も
家
庭

担
当（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
１
８
４
）

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

「
さ
し
の
べ
た 

そ
の
手
が
こ
ど
も
の 

命
綱
」

　衆議院小選挙区選出議員の選挙区間における人口較差を是正するための法
改正により、区割りが改定され、東海村の属する選挙区が変更となりました。
　これまでは、常陸太田市な
どと共に「茨城県第４区」に属
していましたが、今回の改定
により、日立市などと共に「茨
城県第５区」に属することにな
ります。
　次回の衆議院議員総選挙から
は、新しい選挙区「茨城県第５
区」として選挙が行わ
れます。

【問い合わせ】
　東海村選挙管理委員会（総務
課内 ☎282-1711 内線1313）

衆議院小選挙区の区割りが変わりました

東海村は、「茨城県第４区」から「茨城県第５区」へ

講演会を
   開催します！

期
日
▼
11
月
21
日（
木
）

時
間
▼
午
後
６
時
～
７
時
30
分

場
所
▼
原
子
力
視
察
研
修
室（
役
場

行
政
棟
５
階
）

内
容
▼
▽
演
題
…「
ポ
ス
ト
近
代
家

族
の
時
代
の
子
育
て
課
題
に
つ
い

て
」▽
講
師
…
稲
垣
美
加
子
さ
ん

（
淑
徳
大
学
総
合
福
祉
学
部
教
授
）

そ
の
他
▼
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス

（
無
料
）が
あ
り
ま
す
。

・

▼
11
月
15
日（
金
）ま
で
に
、

電
話･

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ･

電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
、
社
会
福
祉

課
子
ど
も
家
庭
担
当（
☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
１
８
４ 

282

局
８
９
１
９ 

syakaifukusi@
vill.tokai.ibaraki.jp

）へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

大子町

常陸大宮市
（一部地域を除く）

常陸
太田市

那珂市

ひたち
なか市

日立市

高萩市

北茨城市

大子町

常陸大宮市
（一部地域を除く）

常陸
太田市

那珂市

ひたち
なか市

日立市

高萩市

北茨城市

第４区

第５区

改定前 改定後

東海村 東海村
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小中学校の非常勤職員･
  　 臨時的任用職員を募集します

職 種 等 主な業務 雇用要件 報 酬 等

①

スタディ ･サポーター
▼小学校
▼中学校…数学、英語、
理科、国語等

（合計16人程度）

学級担任や教科担任とのティーム
･ティーチングによる指導、児童･
生徒一人ひとりへの学習サポート
など

担当教科の教員免
許取得者

【報酬】
月額
228,000円～

②

教科特別指導員
▼ＩＣＴサポーター
▼サイエンスサポーター
▼美術指導員

（各１人）

学級担任とのティーム･ティーチ
ングによる指導、専門的な知識･
技能を生かした教科の指導方法の
改善、補助教材の積極的な提供等

（ＩＣＴサポーターはホームペー
ジ作成補助やパソコン、電子黒板
を使用する授業の補助を含む）

担当教科の教員免
許取得者（ＩＣＴサ
ポーターを除く）

【報酬】
月額
228,000円～

③ 学校図書館指導員
（８人）

学校図書館資料の整理･管理･提供、
各学級への読書指導等のサポート、
ホームページ作成の補助等

司書教諭または司
書 資 格 取 得 者（パ
ソコンを使える方
が望ましい）

【報酬】
月額
172,000円～

④
教育支援センター「たんぽ
ぽくらぶ」心の居場所づく
り推進相談員

（３人）

児童･生徒や保護者に対するカウ
ンセリング、生活･学習支援、不
登校傾向児童･生徒へのアプロー
チ、発達支援センターとの業務交
流等

教員免許取得者が
望ましい

【報酬】
月額
147,000円～

⑤ 生活指導員
（20人程度）

障がいのある児童･生徒への生活･
学習支援、学級担任や教科担任と
のティーム･ティーチング、個に
応じた指導･支援等

教員免許取得者が
望ましい

【賃金】
時給1,350円

⑥ 発達支援センター指導員
（２人）

発達障がいの疑いのある幼児･児
童･生徒に対しての専門的指導や
保護者の相談活動等

教 員 免 許 取 得 者
（特別支援）が望ま
しい

【報酬】
月額
172,000円～

●職 種 等	 下表参照
●雇用期間	 平成26年４月１日～平成27年３月31日 ※⑤のみ６か月ごとに最長１年まで更新可能

です。
●勤務日時	 月曜日から金曜日まで（祝日を除く）の１日７時間 ※④は１日６時間、⑤は１日７時間以

内となります。
●選考方法	 12月14日（土）に、面接試験を行います。
●そ の 他	 ▼通勤手当を別途支給します。▼社会保険（健康保険･厚生年金保険等）と雇用保険に加入

します。▼報酬･賃金は、平成25年４月１日現在のものであり、採用時には変更になる場合があります。
●申し込み・問い合わせ	 教育委員会指導室（役場行政棟４階 ☎282-1711 内線1416）備え付けの履歴

書に必要事項を記入の上、11月26日（火）（必着）までに、持参（土･日曜日、祝日を除く午前８時30分
～午後５時15分）または郵送（〒319-1192 東海３-７-１）で申し込みください。※履歴書は、村公式
ホームページからもダウンロードできます。
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切

り

取

り

線

切 り 取 り 線

料金受取人払郵便

ひたちなか局
承　　認

641
差出有効期間
平成 26年 11月
10日まで

切手を貼らずに
お出しください（　　　）

3 1 9 1 1 9 0

切 り 取 り 線

〈
受　

取　

人
〉

東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号

（
総
合
政
策
部
自
治
推
進
課
扱
い
）

東　

海　

村　

長　
　

行

のりしろ②貼り付け

の
り
し
ろ
①
貼
り
付
け

のりしろ③貼り付け

あなたの“声”をお聞かせください！

提案レターは互いの立場を尊重するものと考えてい
ますので、必ず住所･氏名･職業･年齢･電話番号（提案
内容について確認させていただく場合があるため、日
中に連絡が取れる電話番号）を明記してください。

無記名のものにはお答えすることができません。
封書は、切手を貼らずにそのまま郵便ポストへ投

と う か ん

函
してください。
■問い合わせ　自治推進課村民相談室（☎282-1711

内線1276）

この提案レターは、平成26年11月10日（月）まで有効です。

村政への

提案レター

● 11



（これは封書になりますので、切り取って投
と う か ん

函してください）

切 り 取 り 線

切

り

取

り

線

の り し ろ ②

の

り

し

ろ

①

の り し ろ ③
切 り 取 り 線

件　名

住
所

東
海

村

氏
名

職
業

年
齢

電
話

番
号

●お寄せいただいたご提案やご意見には、担当課から文書で回答しま
す。ご提案内容の確認のため、電話でご連絡をする場合があります
ので、連絡先の電話番号を必ずご記入ください。

●内容が不明確なものや村政に関係ないもの、個人的利益の追求･営
利目的･誹

ひ ぼ う

謗中傷と判断されるものは受け付けできません。
●道路（街路樹を含む）、防犯（カーブミラーや防犯灯、通学路など）に

関しては、各地区の自治会と協働で問題解決を図っていますので、
地元の自治会長へご相談ください。

●村政に関するご提案は、村公式ホームページの「ご意見･ご提案」コー
ナーから、電子メールでも随時受け付けています。

●行政機関（国･県･村など）に対する要望等は、東海村社会福祉協議会
（☎282-2804）が実施する「行政相談」で、総務大臣の委嘱を受けた
行政相談員も受け付けています。

知恵を出し合い、

住みよいまちを

つくりましょう！
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10月２日、村では２件目となる「再生可能エネルギー導入促
進事業太陽光発電事業協定」の締結式が行われました。これ
は、村が所有している公共施設の屋根や土地を民間企業に貸
し出し、太陽光発電施設の導入を促すとともに地域の活性化
につなげようというもの。今回協定を締結したのは東海村メ
ガソーラー株式会社（代表取締役･照沼毅さん）で、白方コミュ
ニティセンターにおいて今後20年間、太陽光発電を行う事業
者となりました。村では引き続き「公共施設における使用電
力量の20%以上を再生可能エネルギーで創出する」という目標
に向けて、再生可能エネルギーの導入促進を進めていきます。

●再生可能エネルギーの導入促進を目指して

●人と人とのつながりを…「縁側につどう家“であい”」がオープン！
10月１日、小規模多機能ケア拠点「縁側につどう家“であい”」（東海村豊
白１‐26‐36）がオープンし、10月２日、開所式が行われました。これは、
介護保険のデイサービス（通所介護）やホームヘルプ（訪問介護）等の
サービスを提供するだけでなく、子どもから高齢者･障がいのある方ま
で、誰もが気軽に立ち寄り、交流を図ることができる場として、東海村
社会福祉協議会が開設したもの。介護支援事業と併せて、“地域の縁側
的機能”を兼ね備えた県内でも珍しい取り組みです。ちょっと誰かと話
したいとき、誰かの笑顔が見たいとき、悩みを相談したいとき…そんな
ときは、365日開所している「であい」を訪れてみてはいかがでしょうか。
人と人とがつながり合う、新たな出会いの場としてお役立てください。 

開所式でのテープカットの様子

百塚保育所近くにある「であい」（外観）

●宇宙の輪廻を表現した作品で文部科学大臣賞！
10月５日、東京都美術館で開催された第８回記念「新構造
展」で文部科学大臣賞を受賞した髙橋忠治さん（石神内宿）
が、村長に受賞の報告に訪れました。受賞作品「宙の指輪 
H25-A」をはじめ“今の時代に即した絵画”を目指してさま
ざまな抽象画を描いてきたという髙橋さん――「作品は３
か月くらいで仕上がってしまいます。１日３時間、集中で
きる夜に描いています」と話します。“壮大な宇宙の輪

り ん ね

廻が
スタイリッシュに表現されている”と評価され、全国650人
もの中から選ばれたこの作品は、県民文化センターでも11
月12日（火）から17日（日）まで展示されるそうです。受賞作品を山田村長に披露した髙橋さん

● 13



こんにちは！
村立東海病院です

◆食物繊維で超（腸）美人

　食物繊維は、「便秘予防」のほか「血糖値の上昇を緩やかにする」「コレステロールの吸収を抑制する」
など、私たちにとって必須の栄養素です。日本人の食事摂取基準（2010年度版）では、食物繊維の摂取
目標量は、１日当たり18歳以上の男性で19g以上、女性で17g以上とされています。また、糖尿病や
脂質異常症がある場合は20 ～ 25gと推奨されています。
　しかし、食生活の欧米化で穀類や野菜、豆、いも、海藻等の食品を食べることが少なくなり、平成23
年の「国民健康･栄養調査」（厚生労働省）によると、成人１日当たりの食物繊維平均摂取量は14.1gという結
果です。目標量をとるためには、普段からの食事に食物繊維を多く含む食品をとり入れる必要があります。
◆食物繊維をとるための工夫

　当院でも献立を考える中で、食物繊維量を増やすためのさまざまな工夫をしています。
そこで今回は、日々の食事で手軽に食物繊維を増やす方法をご紹介します。

◆食物繊維をとる上での注意点とは？

①過剰摂取…食物繊維は、食品からとる限り、過剰摂取の心配はあまりありません。しかし、サプリ
メントなどで大量にとると下痢を起こすことがあります。また、過剰摂取は鉄やカルシウム、亜鉛
等の吸収を妨げ、ミネラル不足になる場合がありますので注意しましょう。

②病気との関係…胃腸が弱っている時や、もともと胃腸の病気を持っている方は、食物繊維を控えめ
にしなければならないことがありますので注意しましょう。

栄養指導のポイント～食物繊維のとり方について～

問い合わせ■村立東海病院（☎282-2188）、保健年金課地域医療担当（☎287-0899）

　10月19日、村立東海病院で、「県立東海高等学校吹奏楽部～ E
イ ー ス ト

ast O
オ ー シ ャ ン

cean J
ジ ャ ズ

azz O
オ ー ケ ス ト ラ

rchestra ～」による第
３回「秋空コンサート～心に響け、絆のハーモニー～」が開催されました。即興的
なソロ演奏等を交えた素晴らしい演奏で、体が揺れるような心地よい音楽に包ま
れた会場内――演奏後には、観客からスタンディングオベーションが起こり、多
くの皆さんが深く感銘を受け、心のゆとりや潤いを持てたひとときとなったので
はないでしょうか。今後も、当院での秋空コンサートを開催していきたいと考え
ていますので、多くの皆さんにご来場いただければと思います。

村立東海病院 第３回「秋空コンサート～心に響け、絆のハーモニー～」を開催しました

食　　材 押　　麦 大豆水煮 ひ じ き 栗

１回の調理の
目安量

米１合（534kcal）に対し
て、押麦100ｇ（340kcal） 30g（42kcal） ８g（11kcal） 70g（115kcal）

食物繊維量 米 １ 合（0.75ｇ）＋ 押 麦
（9.6ｇ）＝10.35ｇ ２ｇ 3.5ｇ 2.9ｇ

売　　場 米類売場 缶類･ドレッシング売場 乾物売場 青果売場

料 理 例 麦入り菜飯 大豆サラダ
五目煮豆

ひじき煮
ひじきご飯
ひじきサラダ

栗ご飯
ゆで栗
栗の渋皮煮

コメント

押麦と米の割合はお好み
で調節してみてください。
その他、玄米や雑穀にす
るなどしても効果的です。

缶詰やパック売りなの
で、長期保存ができて使
いやすいです。その他、
ミックスビーンズなどの
商品もあります。

ひじきは乾物なの
で、長期保存ができ
て便利です。同じ乾
物では、切り干し大
根もお勧めです。

今が旬の食材です。
ただし、カロリーや
炭水化物が多いの
で、食べ過ぎに注
意しましょう。
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ま
な
び
の
と
び
ら

中央公民館講座ナビ　VOL16

問い合わせ　中央公民館（☎282-3329）

■
申
し
込
み	

講
座
申
込
書（
村
内
公
共
施
設
に
設

置
）を
持
参
す
る
か
、
は
が
き
に
▼
希
望
講
座
番
号

（
複
数
可
）▼
住
所
▼
氏
名（
ふ
り
が
な
）▼
性
別
▼

年
齢（
⑤
は
生
年
月
日
）▼
電
話
番
号
―
―
を
記
入
の

上
、
11
月
26
日（
火
）（
必
着
）ま
で
に
、
中
央
公
民
館

（
〒
３
１
９
‐
１
１
１
５ 

船
場
７
６
８
）へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

内　　容 日　　時 対象（定員）

①パソコン講座～楽しいパワーポイント～
　　表やイラストを使ってスライドを作成し、パワーポイントの機

能を学習しましょう。▼費用…1,260円／人（テキスト代）
▼12月12日（木）
▽９:30 ～ 15:30

一般
（６人）

②あんパンの発明者～木村安兵衛～
　木村安兵衛が、いかにしてあんパンを発明し、広めていったのか、

山岡鉄舟との交流や筑波山神社との関係も交えて紹介します。
▼12月19日（木）
▽10:00 ～ 11:30

一般
（30人）

③日立地方の歴史
　　泉が森･水木の浜･久慈浜の古代から、近現代の工都･日立の歴史

を、東海村との関係等も交えて紹介します。
▼12月11日（水）
▽13:30 ～ 15:00

一般
（30人）

④簡単！ 手軽にヘアアレンジ
　　クリスマスやお正月など、イベントの多くなる時期です。お手

軽なヘアアレンジ法を学んで、おしゃれを楽しんでみませんか。
▼12月６日（金）
▽９:30 ～ 11:30

女性
（20人）

⑤カラーセラピー～パステルシャインアート＋オーラソーマプチ体験～
　　パステル画を描き、リラックスしたひとときを過ごしましょう。

また、カラーボトルを選び、その意味をより深く読み取ります。
▼費用…500円／人（材料代）

▼12月19日（木）
▽13:00 ～ 15:30

一般
（10人）

▼
第
７
期
中
央
公
民
館
講
座
受
講
生
募
集

■
日

程

等	

下
表
参
照

■
対　
　

象	

村
内
在
住･

在
勤･

在
学
の
方

■
受

講

料	

無
料（
①
⑤
を
除
く
）

■
そ

の

他	

▽
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。
▽
④
⑤
の
み
予
約
制
保

育
サ
ー
ビ
ス（
無
料
、
６
か
月
以
上
の
未

就
学
児
）が
あ
り
ま
す
。
希
望
す
る
方
は

▼
お
子
さ
ん
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）▼
性
別

▼
生
年
月
日
―
―
を
、
申
し
込
み
時
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金

だ 
よ 
り

国
民
年
金
の「
カ
ラ
期
間
」は

あ
り
ま
せ
ん
か

■「
カ
ラ
期
間
」と
は	

「
カ
ラ
期
間
」と
は
、
年
金
額
に

は
反
映
さ
れ
ず
、
受
給
資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
る
期

間
の
こ
と
で
、「
合
算
対
象
期
間
」と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
カ
ラ
期
間
と
年
金
の
加
入
期
間
を
合
わ

せ
た
期
間
が
25
年
以
上
あ
れ
ば
、
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
主
な
カ
ラ
期
間	

①
昭
和
36
年
４
月
か
ら
昭
和
61
年

３
月
ま
で
の
間
で
配
偶
者
が
厚
生
年
金
保
険
、
船
員

保
険
、
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
間
、
本
人
が
何

の
年
金
に
も
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間（
婚
姻
時
期

に
限
る
）②
昭
和
36
年
４
月
以
降
で
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
間
に
海
外
に
在
住
し
て
い
た
期
間
③
昭
和
36
年

４
月
以
降
で
厚
生
年
金
保
険
の
脱
退
手
当
金
を
受
け

た
期
間（
昭
和
61
年
４
月
以
降
に
国
民
年
金
の
加
入
期

間
が
あ
る
場
合
に
限
る
）④
昭
和
36
年
４
月
以
前
の
厚

生
年
金
保
険
等
の
被
保
険
者
期
間
で
通
算
対
象
期
間

に
な
る
も
の
⑤
昭
和
36
年
４
月
か
ら
平
成
３
年
３
月

ま
で
の
間
で
20
歳
以
上
の
学
生
で
あ
っ
て
国
民
年
金

に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間
―
―
な
ど
で
す
。

■
本
人
の
申
し
出
が
必
要
で
す	

カ
ラ
期
間
は
年
金
記

録
に
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
申
し
出
に
よ
り
そ
の

有
無
を
調
査
し
ま
す
。
カ
ラ
期
間
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
方
は
、
年
金
の
受
給
権
に
結
び
つ
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ	

水
戸
北
年
金
事
務
所（
☎
231
局
２
２
８
２
）、

保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内

線
１
１
３
３
）

あなたも、新しい“学び”にチャ
レンジしてみませんか。次回、
第８期講座は、「広報とうかい」

（12月10日号）でお知らせし
ます。※写真は下表⑤のイメー
ジです。
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「
ニ
ー
ト
相
談
」
っ
て
何
？

　

前
回
、村
民
相
談
室
に
お
い
て
ニ
ー

ト
の
方
や
そ
の
家
族
の
方
か
ら
の
相

談
に
応
じ
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
。
で
も
、
役
場
だ
と
顔
見

知
り
が
多
く
行
き
づ
ら
い
、
あ
る
い

は
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
相
談
に
対
応

し
て
く
れ
る
の
か
？ 
と
い
っ
た
不
安
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
今
回
は
、“
ニ
ー
ト
相
談
と
は
何
か
”を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

ニ
ー
ト
な
ど
の
予
防
対
策
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
業
務
委
託
し
て
い
ま
す
。
受
託
者
は
、
厚
生

労
働
省
が
全
国
１
４
９
か
所（
茨
城
県
は
２
か
所
）で
実
施

し
て
い
る「
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」（
働

く
こ
と
に
悩
み
を
抱
え
る
ニ
ー
ト
な
ど
の
若
者
の
就
労
的

自
立
に
向
け
、
包
括
的
に
支
援
す
る
事
業
。
通
称「
サ
ポ
ス

テ
」）を
、
茨
城
県
に
お
い
て
請
け
負
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
で
す
。
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
、
継
続
的
に
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
相
談
員
は
、
ま
ず
相
談
者

の
心
に
寄
り
添
う
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。
ニ
ー
ト
相
談
は
、

１
回
相
談
す
れ
ば
解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

個
々
が
抱
え
る
問
題
を
根
気
よ
く
探
り
、
必
要
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
ま
す
。

　
“
働
き
た
い
の
に
働
け
な
い
”“
就
職
活
動
の
仕
方
が
分
か

ら
な
い
”―
―
で
は
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を

本
人
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。
時
に
は
医
療
機
関
の

受
診
、
障
が
い
者
手
帳
の
交
付
申
請
、
職
業
訓
練
へ
の
参

加
等
、
対
応
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず

は
専
門
的
知
識
を
持
つ
相
談
員
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
ご
家
族
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ	

村
民
相
談
室（
ニ
ー
ト
相
談 

☎
287
局

０
８
６
２
）

知っとく情報

村民
相談室

信発 ち
ゆ

ー

こ
ろ
、
今
年
は
、
こ
れ
に
加
え
て
月
見
団
子
作
り

に
挑
戦
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
の
は
困
難
さ
を
伴
う

が
楽
し
い
も
の
で
あ
る
。
団
子
作
り
の
企
画
も
そ

う
だ
が
、
私
に
と
っ
て
は
事
前
準
備
で
竹
の
木
を

切
り
倒
す
作
業
や
竹
細
工
の
材
料
を
作
る
た
め
の

竹
割
り
作
業
も
初
体
験
。
ハ
プ
ニ
ン
グ
の
連
続

だ
っ
た
が
、経
験
豊
か
な
ス
タ
ッ
フ
に
助
け
ら
れ
、

け
が
人
も
な
く
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

昨
年
の
夏
休
み
中
の
開
催
と
違
い
、
今
年
は
諸

般
の
事
情
で
９
月
28
日
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ

た
た
め
、
参
加
人
数
が
少
な
め
で
は
あ
っ
た
が
、

う
れ
し
い
こ
と
に
愛
娘
が
出
た
い
と
言
っ
て
き

た
。
子
ど
も
会
の
行
事
に
協
力
し
て
い
る
と
、
子

ど
も
た
ち
の
目
の
輝
き
、
笑
顔
か
ら
た
く
さ
ん
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
た
気
に
な
る
の
が
常
で
あ

る
。責
任
者
の
た
め
、愛
娘
の
こ
と
ば
か
り
に
構
っ

て
は
い
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
愛
娘
の
楽

し
そ
う
な
様
子
も
自
然
と
目
に
入
っ
て
く
る
。
デ

イ
キ
ャ
ン
プ
終
了
後
、
買
い
物
し
て
か
ら
車
で
帰

宅
し
た
の
だ
が
、
買
い
物
の
間
も
自
分
の
作
っ
た

竹
細
工
の
お
も
ち
ゃ
を
大
事
そ
う
に
持
ち
歩
い
て

い
た
。
な
ぜ
持
ち
歩
く
の
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
か

わ
い
い
で
し
ょ
、
私
の
自
信
作
」と
誇
ら
し
げ
に

語
っ
て
く
れ
た
。
ま
た
、「
新
し
い
友
達
が
で
き

た
よ
」と
も
話
し
て
く
れ
た
。
泣
き
虫
な
愛
娘
が

う
れ
し
そ
う
に
話
す
の
を
見
て
、
大
変
だ
っ
た
け

ど
、
や
っ
て
良
か
っ
た
な
と
思
い
、
幸
せ
な
気
分

に
な
っ
た
。

東
海
村
子
ど
も
会
育
成
連
合
会（
村
子
連
）の
行

事
に「
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
」な
る
も
の
が
あ
る
。
こ
こ

数
年
、
村
子
連
の
行
事
の
企
画･

運
営
に
協
力
し

て
い
る
の
だ
が
、
最
初
は
こ
の
言
葉
の
意
味
す
ら

知
ら
な
か
っ
た
私
が
、
今
年
は
初
め
て
こ
の
企
画

の
責
任
者
と
な
っ
た
。

こ
こ
数
年
の
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
は
、
好
評
の
竹
細

工
が
中
心
の
企
画
に
な
っ
て
い
る
。
小
刀
や
紙
ヤ

ス
リ
を
使
っ
て
竹
を
加
工
し
、
普
段
の
生
活
で
欠

か
せ
な
い
箸
な
ど
の
食
器
や
お
も
ち
ゃ
を
作
る
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
貴
重
な
体
験
で
あ
る
。

ま
た
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
行
う
の
で
、
ふ
れ

あ
っ
た
こ
と
の
な
い
他
の
小
学
校
の
仲
間
と
仲
良

く
な
る
よ
い
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
の
だ
。

た
だ
、
マ
ン
ネ
リ
化
す
る
と
子
ど
も
た
ち
が
飽

き
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
っ
た
と

東
海
村
子
ど
も
会
育
成
連
合
会「
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
」っ
て
？

照
沼
学
区
子
ど
も
会
育
成
会 

会
長

芳よ

し

な

か中
　
一か

ず

ゆ

き行

Ｐ Ａ Ｒ Ｔ . 123

少年育成青
指導者からのメッセージ

体 験 記
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ＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹ

■場　　　所	 ＪＲ東海駅（駅舎１･２階）
■問い合わせ	 東海駅コミュニティ施設管理室
　（☎287-3680）

　
　
【
俳　

句
】

老
の
肩
た
た
く
童
や
秋
日
和

豊　

白　

小
林　

久
男

急
ぐ
道
ふ
と
目
に
止
ま
る
酔
芙
蓉

東　

海　

佐
藤　

と
よ

振
り
返
る
こ
ん
な
大
き
な
月
を
背
に

村　

松　

松
本　

正
勝

二
百
二
十
日
波
の
一
揆
や
大
洗

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

吾
亦
紅
ひ
た
す
ら
咲
い
て
暮
れ
に
け
り

緑
ケ
丘　

田
中
ミ
ヤ
子

柏
手
は
み
ん
な
新
し
初
紅
葉

村　

松　

大
内
た
け
み
つ

秋
風
に
ゆ
ら
ぐ
木
の
葉
の
裏
表

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

夕
暮
れ
に
庭
木
に
止
ま
り
せ
み
鳴
け
る

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

小
鳥
き
て
昨
日
の
吾
を
省
み
る

豊　

白　

山
口　

義
六

ふ
る
里
の
家
は
更
地
に
萩
の
風

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

　
　
【
短　

歌
】

新
米
を
す
そ
分
け
く
れ
し
人
の
情
炊
き

た
て
ご
飯
の
米
粒
光
る

外　

宿　

小
林
美
代
子

戻
り
夏
を
追
い
払
い
し
秋
風
に
頬ほ

お

叩
か

れ
て
く
し
ゃ
み
連
発

南　

台　

根
本
内
俊
男

窓
開
け
て
さ
っ
と
吹
き
来
る
涼
し
さ
に

山
路
は
す
で
に
秋
と
な
り
い
ん

緑
ケ
丘　

佐
藤　
　

正

三み
つ
ま
た椏
に
し
ら
つ
ゆ
の
つ
く
朝
あ
り
き
葦よ

し

簀ず

た
た
む
手
に
秋
風
ぞ
来
し

内　

宿　

村
上　

文
江

秋
空
に
く
っ
き
り
見
ゆ
る
妙
義
山
ス

ケ
ッ
チ
し
な
が
ら
太
古
を
偲
ぶ

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

雨
蛙
頻
り
に
鳴
け
る
人
な
ら
ば
村
田
英

雄
に
似
た
る
美
声
で

須
和
間　

柴
山　

靖
子

稲
刈
り
の
跡
の
ひ
こ
ば
え
青
く
生
う
隣

の
畑
の
蕎そ

ば麦
の
花
白
く

船　

場　

舛
井
庫
之
助

よみがえる五千年前のムラ
～ 堀米Ａ遺跡 ～

　照沼小学校の下には、
５千年前の“縄文ムラ”が
眠っていました。今回は
出土した土器や石器を多
数 展 示 し て、 現 代 に“縄
文ムラ”を再現します。
　なお、最終日の午前10
時 か ら、 瓦 吹 堅 さ ん（東
海 村 文 化 財 保 護 審 議 委
員）による講演会（入場料
無料）を開催します。

墨 游 展

　試行錯誤の作品発表を始めて19年。メンバー
は共通の道を求めて頑張っています。
　毎回の反省を踏まえて作品を作るよう心掛
けていますが、心に受け止めていただける作
品はあるでしょうか。ぜひご覧ください。

▼期　　間　11月24日（日）～ 30日（土）
▼時　　間　午前９時～午後７時 ※最終日は

正午までとなります。

▼期　　間　12月１日（日）～７日（土）
▼時　　間　午前10時～午後７時 ※最終日は

午後３時までとなります。

【ギャラリーＢ】（１階）

【ギャラリーＡ】（２階）
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お知らせ ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）

ししし んんんーーーめめめ

平成 25 年 10 月１日現在（前月比）
世帯数 14,776 世帯 （＋ 27）
総人口 37,983 人　 （＋ 46）

●人口と世帯数●

実施日時 第１･３木曜日 午後７時まで
【実施課】主な取り扱い業務※

【住民課】住民登録、印鑑登録、パスポー
トの交付、各種証明書･許可書の発行等

【保健年金課】保険や年金に関する各種
手続き、母子健康手帳の交付等

【社会福祉課】保育所の手続き、児童手
当･児童扶養手当の申請等

【会計課】国税、県税、国民年金保険料
を除く各種税金･使用料等の支払い

【税務課】各種証明書の発行、村税納税
相談（要予約）

【水道課】上水道の手続き、上下水道料
金の支払いなど
※詳しくは、村公式ホームページをご覧ください。

●窓口業務時間延長●

●11月の休日診療●

受付時間 午前９時 30 分から午後２時まで
※正午～午後１時を除きます。

期日 医療機関名 電話番号

10日（日）村立東海病院 282-2188
17日（日）村立東海病院 282-2188
23日（土）石井整形外科クリニック 270-5141
24日（日）茨城東病院 282-1151
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼毎日…午後６時
30分～ 11時30分▼日曜日･祝日･年末年始

（12月29日～１月３日）…午前９時～午後５時

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎ #8000）
全ての電話から（☎ 254-9900）

●防災行政無線の内容が無料で聞けるテレホンサービス●

全ての電話から（☎ 0120-42-4848）

暮
ら
し

納期限 12月２日（月）
固定資産税（第３期分）
国民健康保険税（第５期分）
後期高齢者医療保険料（第５期分）
圷土地改良区経常賦課金（後期分）

●11月の納付●

　

村
内
全
て
の
農
地
を
対
象
と
し
て
、
農

地
が
適
切
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
に

つ
い
て
調
べ
る「
農
地
利
用
状
況
調
査
」を

実
施
し
ま
す
。
調
査
の
際
は
、
農
業
委
員

ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
職
員
が
、
現

地
に
立
ち
入
り
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
の
結
果
、
無
断
転
用
等
の

不
適
切
利
用
や
耕
作
放
棄
地
等
が
明
ら
か

に
な
っ
た
場
合
は
、
農
業
委
員
会
が
行
う

指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

期
間
▼
12
月
上
旬
ま
で
の
数
日
間

農
業
委
員
会
事
務
局（
内
線
１
４
３
７
）

「
農
地
利
用
状
況
調
査
」を

実
施
し
ま
す

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の

就
労
を
支
援
し
ま
す

　
「
農
業
者
年
金
」は
、
国
民
年
金（
基
礎

年
金
）だ
け
で
は
不
足
し
が
ち
な
老
後
の

家
計
を
補
う
こ
と
に
よ
り
、
農
業
者
の
生

活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し

た
、
国
民
年
金
へ
の
上
乗
せ
と
い
う
性
格

を
持
つ
年
金
制
度
で
す
。

　

現
役
世
代
の
保
険
料
で
賄
う
賦
課
方
式

と
は
異
な
り
、
自
分
で
自
由
に
保
険
料
を

決
め
る
こ
と
が
で
き
、
い
つ
で
も
見
直
す

こ
と
が
で
き
る
積
立
方
式
で
す
。
な
お
、

支
払
っ
た
保
険
料
の
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
▼
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
あ

り
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

・

農
業
委
員
会
事
務
局（
内
線

１
４
３
７
）

平
成
25
年
度

「
Ｊ
Ｃ
Ｏ
事
故
関
連
健
康
診
断
」

日
程
等
▼
①
12
月
８
日（
日
）…
那
珂
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
ひ
だ
ま
り
」（
那
珂

市
菅
谷
３
１
９
８
） 

②
12
月
15
日（
日
）

…
舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

※
ど
ち
ら
の
会
場
で
も
受
診
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
小
児
科
医
の
配
置
は

②
の
み
と
な
り
ま
す
。

受
付
時
間
▼
午
前
７
時
～
10
時
30
分

対
象
▼
平
成
11
年
９
月
30
日
の
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨

界
事
故
発
生
当
時
に
、
避
難
要
請
区
域

内
に
在
住･
在
勤
し
て
い
た
方
な
ど
で
、

受
診
を
希
望
す
る
方

費
用
▼
無
料 

※
専
門
の
医
師
に
よ
る
健

康
相
談
や
、
心
の
ケ
ア
相
談
も
無
料
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
に
、
茨
城
県
保

健
予
防
課（
☎
301
局
３
２
１
９
）へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か
？

「
農
業
者
年
金
」

健
康･

医
療

福
祉

　

茨
城
県
で
は
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
の
自
立
に
向
け
た
就
労
を
支

援
す
る
た
め
、
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
策
定
員
が
、
就
労
に
関
す
る
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
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対
象
▼
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

て
、
就
労
を
希
望
す
る
方 

※
生
活
保

護
法
に
よ
る
扶
助
を
受
け
て
い
る
方
を

除
き
ま
す
。

内
容
▼
相
談
者
の
状
況
に
応
じ
て
就
労
に

向
け
た
自
立
目
標
を
立
て
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
連
携
し
な
が
ら
、
必
要
な
情

報
提
供
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

・

茨
城
県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
地
域

福
祉
課（
☎
226
局
１
２
９
５
）

11
月
18
日
～
24
日
は「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
で
す

　

水
戸
地
方
法
務
局
と
茨
城
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
女
性
に
対
す
る
人
権

侵
害
に
関
す
る
悩
み
を
気
軽
に
相
談
で
き

る
専
用
電
話「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

強
化
週
間
中
は
、
受
付
時
間
を
延
長
す

る
と
と
も
に
、
土･

日
曜
日
に
も
受
け
付

け
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
職
場
等
で
の
セ

ク
シ
ュ
ア
ル･

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、夫
や
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為

な
ど
に
関
す
る
悩
み
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

強
化
週
間
▼
11
月
18
日（
月
）か
ら
24
日

（
日
）ま
で

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時（
土･

日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
） 

※

強
化
週
間
以
外
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
ま
で
の
、
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

教
育

試
験
日
▼
一
般（
前
期
）…
平
成
26
年
２
月

４
日（
火
） 

一
般（
後
期
）…
平
成
26
年

３
月
５
日（
水
）

対
象
▼
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は

平
成
26
年
３
月
に
卒
業
見
込
み
の
方

募
集
人
員
▼
▽
農
学
科
…
40
人 

▽
園
芸
学

科
…
30
人 

▽
畜
産
学
科
…
10
人 

※
一

般
入
試
に
よ
る
募
集
人
数
は
各
学
科
の

40
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

選
抜
方
法
▼
筆
記
試
験
、
口
述
試
験（
個

別
面
接
）、
調
査
書
等

・

一
般（
前
期
）は
12
月
11
日（
水
）

～
平
成
26
年
１
月
10
日（
金
）、一
般（
後

期
）は
平
成
26
年
２
月
７
日（
金
）
～
26

日（
水
）に
、
茨
城
県
立
農
業
大
学
校

入
試
事
務
局（
〒
３
１
１
‐
３
１
１
６ 

茨
城
町
長
岡
４
０
７
０
‐
１
８
６ 

☎

292
局
０
０
１
０ 

http://w
w

w
.pref.

ibaraki.jp/nourin/noudai/

）へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

茨
城
県
立
農
業
大
学
校

入
学
試
験

教
養･

ス
ポ
ー
ツ

「
東
海
村
ス
マ
イ
ル
マ
ラ
ソ
ン

２
０
１
４
」

　

村
内
の
小
中
学
生
や

親
子･

家
族
を
対
象
に
、

「
東
海
村
ス
マ
イ
ル
マ
ラ

ソ
ン
２
０
１
４
」を
開
催

し
ま
す
。
新
年
の
走
り

初
め
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

期
日
▼
平
成
26
年
１
月
13
日（
月･

祝
） 

※
少

雨
決
行
、
荒
天
時
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

時
間
▼
受
け
付
け
…
午
前
８
時
30
分
か
ら 

開
会
式
…
午
前
９
時
30
分
か
ら

場
所
▼
笠
松
運
動
公
園（
主
陸
上
競
技
場

を
ス
タ
ー
ト･

ゴ
ー
ル
と
す
る
園
内
周

回
コ
ー
ス
）

対
象
等
▼
①
中
学
生
の
部（
男
女
別
、
約

３
㎞
）…
村
内
在
住･

在
学
の
中
学
生 

②
小
学
生（
高
学
年
）の
部（
男
女
別
、

約
１
・
９
㎞
）…
村
内
在
住･

在
学
の
小

学
４
～
６
年
生
） 

③
小
学
生（
低
学
年
）

の
部（
男
女
別
、
約
１･

２
㎞
）…
村
内

在
住･

在
学
の
小
学
１
～
３
年
生 

④
家

族
の
部（
約
１･

２
㎞
）…
い
ず
れ
か
が

村
内
在
住･

在
学･

在
勤
で
、
平
成
16
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
21
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
子
と
、
そ
の
親
ま
た
は

祖
父
母
に
よ
る
２
人
１
組

参
加
費
▼
①
②
③
…
５
０
０
円
／
人 

④

…
１
０
０
０
円
／
組

そ
の
他
▼
▽
募
集
定
員
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
小
学
生（
低
学
年
）の
部
へ
の
参
加
者

は
、
家
族
の
部
に
重
複
し
て
申
し
込
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
▽
①
～
③
の
１
位

～
３
位
以
外
は
、
タ
イ
ム
の
計
測
を
行

い
ま
せ
ん
。
▽
④
は
競
争
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
完
走
し
た
全
組
に「
完
走
証
」を

授
与
し
ま
す
。

・

12
月
８
日（
日
）ま
で（
月
曜
日
を

除
く
）の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
参

加
費
を
添
え
て
、
総
合
体
育
館（
☎
283

局
０
６
７
３
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

「
大
き
な
か
る
た
で
遊
ぼ
う 

in 

絆
」

　

大
き
な
サ
イ
ズ
の「
東
海
村
郷
土
か
る

た
」を
使
っ
て
、
お
正
月
を
楽
し
む
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
平
成
26
年
１
月
６
日（
月
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
等
▼
村
内
在
住
の
小
学
生（
先
着
30
人
）

参
加
費
▼
無
料

・

11
月
13
日（
水
）か
ら
12
月
20
日

（
金
）ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
、
東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会（
☎

282
局
２
８
０
４ 

sanka@
t-shakyo.

or.jp

）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

時
15
分
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
電
話
番
号
▼
☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐

８
１
０（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

水
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課（
☎
227

局
９
９
１
９
）
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平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
10
月
末
現
在
で

村
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
に
は
、
11

月
下
旬
に
案
内
状
を
郵
送
し
ま
す
。な
お
、

仕
事
や
学
業
等
で
村
に
住
民
登
録
を
し
て

い
な
い
方
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
式
典
当

日
に
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
平
成
26
年
１
月
11
日（
土
）

時
間
▼
午
前
11
時
～
11
時
50
分（
午
前
10

時
15
分
受
け
付
け
開
始
）

場
所
▼
リ
コ
ッ
テ
ィ 

※
駐
車
場
は
、
イ

オ
ン
東
海
店
第
１
駐
車
場（
中
央
労
働

金
庫
大
み
か
支
店
東
海
代
理
店
隣
り
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
担
当（
中
央
公

民
館
内 

☎
282
局
３
３
２
９
）

「
２
０
１
４
東
海
村
成
人
の
集
い
」

中
丸
小
学
校･

舟
石
川
小
学
校･

東
海
南
中
学
校
で
合
同
引
き
渡
し
訓
練

　

学
校
で
は
、
災
害
時
な
ど
児
童･
生
徒

だ
け
で
の
下
校
が
危
険
と
判
断
さ
れ
る
場

合
、
保
護
者
等
へ
引
き
渡
し
て
下
校
さ
せ

ま
す
。
速
や
か
で
安
全･

確
実
に
引
き
渡

す
た
め
に
随
時
各
小
学
校
で
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
中
丸
小
学
校･

舟
石
川
小
学
校･

東
海
南
中
学
校
の
３
校

が
合
同
で
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
小
中
学

校
に
兄
弟
姉
妹
が
い
る
場
合
は
、
中
学
生

が
小
学
校
に
移
動
し
て
引
き
渡
し
ま
す
。

当
日
は
周
辺
道
路
が
混
雑
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
日
▼
11
月
25
日（
月
）

時
間
▼
午
後
２
時
ご
ろ
～
午
後
３
時
30
分

中
丸
小
学
校（
☎
282
局
２
７
６
７
）、
舟

石
川
小
学
校（
☎
282
局
９
２
３
８
）、
東

海
南
中
学
校（
☎
282
局
７
８
２
１
）、

学
校
教
育
課
企
画
総
務
担
当（
内
線

１
４
１
２
）

山
田
村
長
と
の
座
談
会

「
活
づ
く
り
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

度
）―
―
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は

郵
送
で
11
月
18
日（
月
）ま
で（
消
印
有

効
）に
、
政
策
推
進
課
政
策
推
進
担
当

（
〒
３
１
９
‐
１
１
９
２ 

東
海
３
‐
７

‐
１ 

内
線
１
３
３
３
）へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

募 集

東
海
村
行
政
改
革
懇
談
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

　

村
の
行
財
政
改
革
の
基
本
と
な
る「
東

海
村
第
４
次
行
財
政
改
革
大
綱
」の
策
定

や
進
行
管
理
に
つ
い
て
、
提
言･

助
言
を

行
う
懇
談
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

期
間
▼
12
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
11
月
30

日
ま
で

対
象
等
▼
村
内
に
住
所
を
有
し
①
12
月
１

日
現
在
で
満
20
歳
以
上
②
行
財
政
改
革

に
関
心
が
あ
る
③
村
の
他
の
附
属
機
関

等
の
委
員
に
３
つ
以
上
選
任
さ
れ
て
い

な
い
④
国
や
地
方
公
共
団
体
の
常
勤
の

職
員
ま
た
は
村
の
公
職
で
な
い
⑤
月
～

金
曜
日
の
日
中
に
開
催
さ
れ
る
会
議

（
年
２
～
３
回
）に
出
席
で
き
る
―
―
を

満
た
す
方（
２
人
程
度
）

報
酬
▼
５
０
０
０
円
／
回

・

政
策
推
進
課（
役
場
行
政
棟
３
階
）

備
え
付
け
の
応
募
用
紙
ま
た
は
任
意
の

用
紙
に
▽
住
所
▽
氏
名
▽
性
別
▽
生
年

月
日
▽
電
話
番
号
▽
職
業
▽
履
歴（
職

歴
等
）▽
応
募
の
動
機（
４
０
０
字
程

11
月
12
日
～
25
日
は「
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
」実
施
期
間
で
す

　

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、
売

買
春
、
人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル･

ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
を
形
成
す
る
上
で
克
服
す
べ
き
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
12
日（
火
）か
ら
25
日（
月
）ま
で
、

内
閣
府
な
ど
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
構

成
府
省
庁
の
主
唱
に
よ
り「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま

す
。
こ
の
機
会
に
女
性
に
対
す
る
暴
力
に

つ
い
て
考
え
、
暴
力
の
な
い
社
会
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

自
治
推
進
課
村
民
相
談
室（
内
線

１
２
７
５
）

「
女
性
に
対
す
る
暴
力

根
絶
の
た
め
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
」

　

女
性
が
腕
を
ク
ロ
ス
さ
せ
た
姿
を
描

い
て
お
り
、
女
性
の
表
情
、
握
り
締
め

た
こ
ぶ
し
、ク
ロ
ス
さ
せ
た
腕
に
よ
り
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
断
固
と
し
て
拒

絶
す
る
強
い
意
思
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
村
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
と

村
長
の
新
た
な
対
話
の
場
と
し
て「〝
村

長
と
つ
ぶ
や
く
” 
活か

つ

づ
く
り
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」を
開
催
し
ま
す
。
村
長
が
地

域
に
出
向
き
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
日

ご
ろ
行
政
に
対
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
や

要
望
な
ど
に
つ
い
て
、お
話
を
伺
い
ま
す
。

日
程
等
▼

対
象
▼
各
地
区
の
住
民
か
ら
無
作
為
に
抽

出
し
た
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方（
各

地
区
２
０
０
人
）に
案
内
状
を
送
付
し
、

そ
の
中
で
参
加
を
希
望
す
る
方（
各
先

着
20
人
）を
対
象
と
し
ま
す
。

そ
の
他
▼
村
か
ら
出
席
す
る
の
は
、
原
則

村
長
の
み
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
参
加

者
以
外
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

自
治
推
進
課
自
治
推
進
担
当（
内
線

１
２
７
２
）

期　日 時　間 場　所

11月16日
（土）

13:00～14:30 石神コミュニ
ティセンター

15:30～17:00 白方コミュニ
ティセンター

11月17日
（日） 10:00 ～ 11:30 真崎コミュニ

ティセンター

11月30日
（土）

10:00 ～ 11:30 中丸コミュニ
ティセンター

13:00～14:30 村松コミュニ
ティセンター

15:30～17:00 舟石川コミュ
ニティセンター
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「
労
働
保
険
」は
、
労
働
者
災
害
補
償
保

険（
通
称「
労
災
保
険
」）と
、「
雇
用
保
険
」

を
総
称
し
た
も
の
で
、
労
働
者
を
１
人
で

も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
に

加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

「
労
災
保
険
」と
は

　

労
働
基
準
法
の
災
害
補
償
の
規
定
に
基

づ
く
使
用
者
責
任
の
代
行
機
能
を
持
つ

制
度
で
、
業
務
災
害
や
通
勤
災
害
を
受

け
た
労
働
者
に
対
し
、事
業
主
に
代
わ
っ

て
必
要
な
保
険
給
付
を
行
い
、
被
災
者

や
遺
族
を
援
護
す
る
と
と
も
に
、
労
働

者
の
福
祉
を
増
進
す
る
も
の
で
す
。

「
雇
用
保
険
」と
は

　

労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
や
、
労
働
者

の
雇
用
継
続
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に

11
月
は「
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
」で
す

業
務
内
容
▼
申
告
の
受
け
付
け
や
、
デ
ー

タ
入
力
等

雇
用
要
件
等
▼
①
高
等
学
校
卒
業
程
度
の

学
力
を
有
す
る
②
役
場
に
通
勤
が
可
能

③
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
操
作
が
で
き

る
―
―
を
満
た
す
方（
８
人
程
度
）

雇
用
期
間
▼
平
成
26
年
１
月
15
日
か
ら
３

月
31
日
ま
で
の
う
ち
２
か
月
間

勤
務
日
時
▼
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分 

※
雇
用
期
間
中
の
土･

日
曜
日
に
勤
務

日（
１
日
程
度
）が
あ
り
ま
す
。

賃
金
等
▼
時
給
８
７
０
円（
通
勤
手
当
あ

り
）※
雇
用
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

選
考
方
法
▼
書
類
審
査
、
面
接
試
験

試
験
日
▼
12
月
11
日（
水
）

・

11
月
29
日（
金
）ま
で（
土･

日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
に
、
履
歴
書（
顔
写

真
貼
付
）を
お
持
ち
の
上
、
税
務
課
住

民
税
担
当（
役
場
行
政
棟
１
階 

内
線

１
１
１
８
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募 集

東
海
村
臨
時
職
員

業
務
内
容
▼
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
事
業
の

登
録･

予
約･

受
け
付
け･

配
車
等

雇
用
要
件
等
▼
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
操

作
が
で
き
る
方（
２
人
程
度
）

雇
用
期
間
▼
12
月
２
日
か
ら
平
成
26
年
３

募 集

東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員

民
話
の
お
話
し
会

「
民
話
と
ふ
れ
あ
い
ま
せ
ん
か
」

　

ゲ
ス
ト
に
、な
い
と
う
き
み
こ
さ
ん（
元

茨
城
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）を
迎
え
、
昔

か
ら
伝
わ
る
素
朴
で
心
温
ま
る
民
話
の
お

話
し
会
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
11
月
22
日（
金
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

友
部
孝
子
さ
ん（
民
話「
だ
っ
ぺ
の
会
」

代
表 

☎
282
局
４
５
１
９
）

月
31
日
ま
で（
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

勤
務
日
時
▼
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で（
祝

日
を
除
く
）の
、
週
15
～
20
時
間
程
度

賃
金
等
▼
時
給
８
７
０
円（
通
勤
手
当
あ
り
）

選
考
方
法
▼
書
類
審
査
、
面
接
試
験

試
験
日
▼
11
月
21
日（
木
）

・

11
月
20
日（
水
）ま
で（
土･

日
曜
日

を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
に
、
東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
所
定
の
履
歴
書（
顔
写
真
貼

付
）を
添
え
て
、
東
海
村
社
会
福
祉
協

議
会（
☎
282
局
２
８
０
４
）へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

失
業
等
給
付
を
行
う
と
と
も
に
、
再
就

職
の
た
め
の
必
要
な
給
付
を
行
う
も
の

で
す
。
ま
た
、
景
気
の
変
動
な
ど
で
事

業
を
縮
小
す
る
場
合
に
、
労
働
者
を
休

業
さ
せ
た
り
教
育
訓
練
を
受
け
さ
せ
た

り
し
た
事
業
主
等
に
、
雇
用
調
整
助
成

金
な
ど
を
支
給
し
ま
す
。

茨
城
県
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室（
☎

224
局
６
２
１
３
）

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

水
戸
市
●
水
戸
市
産
業
祭

期
日
▼
11
月
16
日（
土
）･

17
日（
日
）

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
４
時（
11
月
17

日
は
午
後
３
時
ま
で
）

場
所
▼
水
戸
市
総
合
運
動
公
園
体
育
館

内
容
▼
商
工
部
門
…
水
戸
の
地
場
産
業

展
、
ふ
る
さ
と
の
菓
子
ま
つ
り
な
ど 

農
業
部
門
…
農
産
物
の
共
進
会･

出
展

物
即
売
会
、
農
業
機
械
展
示
販
売
な
ど

水
戸
市
商
工
課（
☎
232
局
９
１
８
５
）、

水
戸
市
農
政
課（
☎
232
局
９
１
８
１
）

大
洗
町
●
大
洗
あ
ん
こ
う
祭

期
日
▼
11
月
17
日（
日
）

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所
▼
大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
前
芝
生
広
場

内
容
▼
あ
ん
こ
う
の
つ
る
し
切
り
実
演
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
あ
ん
こ
う
汁（
１
０
０

円
／
杯
）、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、

模
擬
店
、
県
立
大
洗
高
等
学
校
マ
ー
チ

ン
グ
バ
ン
ド
演
奏
な
ど

大
洗
町
商
工
観
光
課（
☎
267
局
５
１
１
１
）

常
陸
太
田
市
●
竜
神
峡
紅
葉
ま
つ
り

期
間
▼
11
月
30
日（
土
）ま
で

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所
▼
竜
神
大
吊
橋
周
辺

内
容
▼
常
陸
秋
そ
ば
の
新
そ
ば
フ
ェ
ア
、

秋
の
味
覚
物
産
市
、
そ
ば
打
ち
体
験
教

室
な
ど

そ
の
他
▼
11
月
13
日（
水
）は
、
竜
神
大
吊

橋
の
渡
橋
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

常
陸
太
田
市
水
府
産
業
建
設
課（
☎

０
２
９
４
‐
８
５
‐
１
１
１
６
）
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夢は…。“父とおばあちゃんの理容店を継ぐこと”
白方小学校６年●小

お の せ

野瀬守
まもる

　僕の夢は、父が受け継いだおばあちゃんの店を継ぐ
ことです。
　きっかけは、おばあちゃんとの会話でした。僕のお
ばあちゃんは昔、自分の理容店を開きたかったのです
が、他の人の店で働いていました。その後、その店を
辞めて、自分の店を開きました。でも、店を建てるた
めに、たくさんのお金が必要で、借金ができました。
その借金を返すために、必死に働いたそうです。そし
て、しっかり全ての借金を返すことができました。
　今は、父が店を受け継ぎ、中心となって店を経営し
ていますが、70歳を超えた今でも、おばあちゃんは常
連のお客さんを担当しています。こんなおばあちゃん
の建てた店を、僕はつぶしたくありません。そのため
にも、人とのコミュニケーションと、はさみなどの刃
物の使い方を上手にできるようにしたいと思います。

ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-152

〈東海村公式ホームページ〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

「広報とうかい」は、環境に配慮して「大豆インキ」と「古紙パルプ配合率100％再生紙」を使用しています。

〈東海村公式ホームページ〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

「広報とうかい」は、環境に配慮して「植物油インキ」と「古紙パルプ配合率100％再生紙」を使用しています。

　

わ
が
家
の
響ひ

び

き生（
４
歳
）は
、
電
車
が

大
好
き
な
男
の
子
で
す
。
昨
年
か
ら
は

幼
稚
園
に
通
い
始
め
、
毎
日
楽
し
そ
う

に
帰
っ
て
き
ま
す
。
時
に
は
洋
服
や
靴

が
ひ
ど
く
汚
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

そ
れ
ら
を
洗
濯
す
る
た
び
に
、
響
生
が

元
気
に
遊
ん
で
い
る
様
子
が
目
に
浮
か

ん
で
き
ま
す
。

　

響
生
が
幼
稚
園
に
行
く
ま
で
の
子
育

て
は
、
う
ま
く
い
な
か
い
こ
と
の
連
続

で
し
た
。
育
児
で
手
一
杯
に
な
っ
て
し

ま
い
家
事
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
た
り
、

育
児
書
の
と
お
り
に
い
か
な
い
こ
と
も

多
か
っ
た
り
で
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と

や
、
追
い
詰
め
ら
れ
る
よ
う
な
気
持
ち

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

と
き
に
、
村
が
主
催
す
る
サ
ー
ク
ル
な

ど
を
利
用
し
始
め
ま
し
た
。
広
い
場
所

で
遊
ば
せ
た
り
、
友
達
が
で
き
た
り
す

れ
ば
何
か
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

通
い
始
め
た
当
初
は
、
響
生
が
他
の

子
ど
も
た
ち
と
遊
ぼ
う
と
し
な
い
な
ど
、

不
安
に
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

保
育
士
の
方
か
ら
助
言
を
頂
い
た
り
、

他
の
マ
マ
た
ち
と
会
話
を
し
た
り
す
る

中
で
、「
響
生
く
ん
は
マ
イ
ペ
ー
ス
だ
ね
」

と
言
わ
れ
、“
個
性
だ
っ
た
ん
だ
”と
気

付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
同

時
に
不
安
も
軽
減
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
子
ど
も
を
通
し
て
知
り

合
っ
た
マ
マ
た
ち
と
、
育
児
の
悩
み
や

つ
ら
さ
を
話
し
合
う
こ
と
で
、
冷
静
に

戻
れ
た
り
、
育
児
の“
あ
る
あ
る
”話
で

笑
い
合
っ
た
り
し
て
、
気
持
ち
に
ゆ
と

り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
響
生
も
生
意
気
に
な
り
、
口

げ
ん
か
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
と
き
は
、
少
し
時
間
を
置
い
て
、

気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
ま
す
。
そ
し
て

最
後
は
仲
直
り
の“
ハ
グ
”を
し
て「
大

好
き
！
」と
言
い
合
っ
て
い
ま
す
。

　

始
め
は
一
人
で
抱
え
込
ん
で
、
全
て

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
し
て
い
た

育
児
で
し
た
が
、
主
人
を
は
じ
め
、
多

く
の
方
々
に
支
え
て
も
ら
う
育
児
へ
と

変
わ
っ
て
い
く
中
で
、
自
分
の
息
抜
き

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
育
児
の
楽
し

さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
手
が
掛
か
る
響
生
で
す

が
、
私
も
育
児
を
楽
し
み
な
が
ら
、
子

ど
も
と
一
緒
に
成
長
し
て
い
き
た
い
で

す
。
そ
し
て
、
響
生
に
は
、
名
前
に
込

め
た
と
お
り
、
人
と
響
き
合
え
る
豊
か

な
心
で
育
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

●
表
紙
の[

ひ
と]

山や

ま

だ田

紀の

り
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●
くん

“運動会”
　運動会でお友達とかけっこをして
いるところを描いてくれたのは航く
ん（５歳）。一番楽しかったのはリレー
だそうで、「僕のチームが１位だっ
たんだ！ たくさん練習したよ！」と、
うれしそうに話してくれました。

村　松
幼稚園 川

か わ さ き

崎 航
わたる


